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第４期がん対策推進基本計画（令和５年３月28日閣議決定）概要

第１．全体目標と分野別目標 ／ 第２．分野別施策と個別目標

第３．がん対策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項
１．関係者等の連携協力の更なる強化
２．感染症発生・まん延時や災害時等を見据えた対策
３．都道府県による計画の策定
４．国民の努力

５．必要な財政措置の実施と予算の効率化・重点化
６．目標の達成状況の把握
７．基本計画の見直し

全体目標：「誰一人取り残さないがん対策を推進し、全ての国民とがんの克服を目指す。」
「がん予防」分野の分野別目標
がんを知り、がんを予防すること、

がん検診による早期発見・早期治療を
促すことで、がん罹患率・がん死亡率
の減少を目指す

「がん医療」分野の分野別目標
適切な医療を受けられる体制を充実させるこ

とで、がん生存率の向上・がん死亡率の減少・
全てのがん患者及びその家族等の療養生活の質
の向上を目指す

「がんとの共生」分野の分野別目標
がんになっても安心して生活し、尊厳を持っ

て生きることのできる地域共生社会を実現する
ことで、全てのがん患者及びその家族等の療養
生活の質の向上を目指す

１．がん予防
（１）がんの１次予防
①生活習慣について
②感染症対策について

（２）がんの２次予防（がん検診）
①受診率向上対策について
②がん検診の精度管理等について
③科学的根拠に基づくがん検診の実
施について

２．がん医療
（１）がん医療提供体制等
①医療提供体制の均てん化・集約化について
②がんゲノム医療について
③手術療法・放射線療法・薬物療法について
④チーム医療の推進について
⑤がんのリハビリテーションについて
⑥支持療法の推進について
⑦がんと診断された時からの緩和ケアの推進に
ついて
⑧妊孕性温存療法について

（２）希少がん及び難治性がん対策
（３）小児がん及びＡＹＡ世代のがん対策
（４）高齢者のがん対策
（５）新規医薬品、医療機器及び医療技術の

速やかな医療実装

３．がんとの共生
（１）相談支援及び情報提供
①相談支援について
②情報提供について

（２）社会連携に基づく緩和ケア等のがん対策・
患者支援

（３）がん患者等の社会的な問題への対策
（サバイバーシップ支援）

①就労支援について
②アピアランスケアについて
③がん診断後の自殺対策について
④その他の社会的な問題について

（４）ライフステージに応じた療養環境への支援
①小児・ＡＹＡ世代について
②高齢者について

４．これらを支える基盤
（１）全ゲノム解析等の新たな技術を含む更なるがん研究の推進
（２）人材育成の強化
（３）がん教育及びがんに関する知識の普及啓発

（４）がん登録の利活用の推進
（５）患者・市民参画の推進
（６）デジタル化の推進
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R10年度R9年度R8年度R7年度R6年度R5年度R4年度

第４期がん対策推進基本計画のスケジュール

第４期計画において検討が必要とされた個別施策（例）
〇がん登録推進法等の規定の整備を含めたがん登録に関する施策の見直し
〇がん研究10か年戦略の見直し
〇がん診療連携拠点病院等の整備指針の見直し

第
４
期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画

閣
議
決
定

研究班で指標・ロジックモデルの検証・検討

第
５
期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画

閣
議
決
定

中間評価
の議論

次期計画に
向けた議論

•Ｒ10年度中の閣議
決定に向けてとり
まとめ

「がん予防」「がん医療」「がんとの共生」の
各分野の検討会と連携して議論

が
ん
対
策
推
進
協
議
会

検
討
会

「がん予防」分野の検討会

「がん医療」分野の検討会

「がんとの共生」分野の検討会

第４期計画に基づく各分野の議論

ロジックモデル・指標の確定

がん研究10か年
戦略見直し

拠点病院整備指針見直し

中
間
評
価
報
告
書

公
表
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第４期がん対策推進基本計画の中間評価について １．背景・現状

• 第４期がん対策推進基本計画は計画の実行期間を令和５（2023）年度から令和 10（2028）年度までの６年を目
安とし、３年を目途に中間評価を行うこととしており、令和７年夏～秋頃より議論を開始し、令和８年夏頃に

評価を公表する予定。

• がん対策の評価に当たっては、ロジックモデルを活用することとしており、各指標のベースライン値を測定し、

今回のがん対策推進協議会で公表した。一方で、基本計画において、数値目標の設定について引き続き検討を

行うこととされており、本協議会においてもがん対策において目標値をどのように設定していくか議論すべき

といったご意見があったところ。

• また、地域の取組等の比較ができるような指標を設定すべきといったご意見があったところ。

第４期がん対策推進基本計画（令和５年３月28日閣議決定）
第２分野別施策と個別目標 ４．これらを支える基盤の整備 （１）全ゲノム解析等の新たな技術を含む更なるがん研究の推進

国は、がん対策の一層の推進に向けて、本基本計画における各分野の政策課題の解決に資する研究を推進する。また、格差の解消に向け、医療
の質の向上及び均てん化の推進等の観点から、まずは各分野の取組の地域間、医療機関間の差を測定するための指標やその評価方法に係る研究を
推進する。

第３ がん対策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項 ６．目標の達成状況の把握

国は、分野別目標及び個別目標の達成状況について、適宜調査を実施しその結果を公表するとともに、本基本計画の進捗状況を適切に把握し、
管理するため、３年を目途に中間評価を行う。

その際、各分野の取り組むべき施策が、分野別目標及び個別目標の達成に向けて効果をもたらしているか、ロジックモデルを活用した科学的・
総合的な評価を行い、必要に応じてその結果を施策に反映する。また、分野別目標及び個別目標の達成状況及び計画の進捗状況の把握に当たって、
適切な指標が設定されているか、必要に応じて見直しを行うとともに、数値目標の設定についても、引き続き検討を行う。

がん対策推進協議会は、本基本計画の進捗状況を踏まえ、必要に応じて、がん対策の推進に資する提言を行うとともに、検討会等の積極的な活
用を行う。

第90回がん対策推進協議会（令和6年8月5日） 資料４
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第４期がん対策推進基本計画の中間評価について ２．対応方針

中間評価について、以下の２つを中心に進める。

① メリハリのある分析・評価のためのコア指標の選定

② 都道府県ごとのがん対策の進捗状況の測定・公表と好事例の横展開の推進

• コア指標については、中間評価前（令和７年度春頃）の協議会で指標案を示し議論する。

• 令和７年度春頃を目処に都道府県単位での評価指標のベースライン値を公表し、協議会に報告する。

• 全ての指標を漫然と分析・評価するのではなく、重要な指標に絞ってメリハリをつけて分かりやすい分析・評価をする。具体的には、
「コア指標」を予め選定し、「その他指標」は測定結果のみを提示し、進捗を把握する。

• 目標値については、中間評価をふまえてどのように設定することが適切かを検討する。

①メリハリのある分析・評価のためのコア指標の選定

今後の進め方

指標としての質が高く、アウトカムへの影響も大きい指標
例）年齢調整死亡率／罹患率、がん種別早期がん割合、検診受診率（国民生活基礎調査）等 ※今後要検討

コア指標

計画で提示された施策の進捗や効果を把握するために定める指標
コア指標の評価の際に、分析にも用いられる

その他指標

• 都道府県ごとのがん対策の進捗状況を評価するため、都道府県ごとにコア指標を可能な限り測定・公表する。あわせて、都道府県の
がん対策を見える化しながら、地域の実情に応じたより良い取り組みが横展開しやすくなるように取り組みを進める。

②都道府県ごとのがん対策の進捗状況の測定・公表と好事例の横展開の推進

第90回がん対策推進協議会（令和6年8月5日） 資料４より一部改変
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今後のがん対策推進協議会の検討スケジュール

令和８年 夏頃令和７年 秋～冬頃令和７年7月令和６年８月

第91回

・中間評価に向けたスケ

ジュール

・評価指標のベースライン値

の公表（都道府県単位）

・コア指標（案）

第90回

○第４期がん対策推進基本計画

・評価指標のベースライン値の

公表

・がん対策における健康格差

・海外のがん対策計画における

目標設定

・中間評価の進め方（案）

○都道府県がん対策推進計画の

策定状況

協議会

研究班

等での

検討

各種

検討会

（第92回～：中間評価）

・中間評価方法
・中間評価の骨子（案）
・各分野での取組状況

中
間
評
価
報
告
書

公
表

・評価指標の都道府県単位での集計、公表方法
・評価指標の更新頻度
・コア指標（案）
・都道府県間等の比較が可能な指標の整理

※基本的に検討会では、個別事項のみ議論。

「がん予防」分野の検討会

「がん医療」分野の検討会

「がんとの共生」分野の検討会

報告

第90回がん対策推進協議会（令和6年8月5日） 資料４より一部改変
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受診率対策について
# 指標 ベースライン値 測定値（中間） 測定値（最終） 判定 ＃ 中間アウトカム 指標 ベースライン値 測定値（中間） 測定値（最終） 判定 # 分野別アウトカム 指標 ベースライン値 測定値（中間） 測定値（最終） 判定

-

施策を検討する段
階のため、指標設定
無し（着実に検討
を進めること）

121201 検診受診率の向上 検診受診率 100003
検診がん種の早期
がん割合の増加

検診がん種別早期
がん割合

121101
受診勧奨実施市町
村数※

100004
検診がん種の進行
がん罹患率の減少

検診がん種別進行
がん罹患率

-

施策を検討する段
階のため、指標設定
無し（着実に検討
を進めること）

121103
指針に基づく検診の
実施率

がん検診の精度管理等について
# 指標 ベースライン値 測定値（中間） 測定値（最終） 判定 ＃ 中間アウトカム 指標 ベースライン値 測定値（中間） 測定値（最終） 判定

122101

がん検診の精度管
理について技術的支
援を行った市町村へ
の支援数（特別区
を含む）

122201
精密検査受診率の
向上 精密検査受診率

取り組むべき施策

レセプトやがん登録情報を活用したがん検診の精度
管理について、技術的支援等を行う

職域におけるがん検診について、実施状況の継続的
な把握及び適切な実施に向けた課題の整理を行
い、必要に応じて、法的な位置付けも含めた対応を
検討

指針に基づくがん検診の意義・必要性について、国
民が正しく理解できるよう普及啓発

普及啓発キャンペー
ンの実施状況（資
料の実質配布枚
数、イベント参加者
数）

感染症発生・まん延時等にがん検診の提供体制を
一時的に縮小した場合でも、状況に応じて速やかに
提供体制及び受診行動を回復させることができるよ
う、平時における準備等の対応について検討

取り組むべき施策

受診率向上に向けて、がん検診受診率をより正確
かつ精緻に、また、個人単位で把握することができる
よう検討

より科学的かつ効率的な受診勧奨策を、関係学会
や企業等の協力を得て、都道府県及び市町村と連
携して推進、受診者の立場に立ったがん検診を受
診する上での利便性の向上に努める

121102

【市町村及び検診実施機関】受診者が、がん検診
の意義及び必要性を適切に理解できるよう努める

中間評価の方法について（指標の判定）

対応（案）

• ベースライン値*1と測定値（中間）*2を対比し、改善傾向・変化なし・後退傾向かを判定してはどうか。

• コア指標に着目しつつ、分野別に全体の指標を確認してはどうか。

例：がんの２次予防（がん検診） （一部抜粋）

*1：原則令和５年４月時点で集計できるデータ
*2：令和７年夏時点で集計できるデータ

※赤塗: コア指標

中間アウトカムアウトプット 分野別アウトカム

84.1%

1,900,852

40

72.5% 86.8%

1,890,933

93.0%

49.7%

59.6％

55.0% 55.0%50.7%

55.6％A

C

A

B

A

A

B

A：ベースライン値に対し、改善傾向にある

B：ベースライン値から変化なし

C：ベースライン値に対し、後退傾向にある

D：測定不能
40 89.2％ 89.2％ B
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A：ベースライン値に対し、改善傾向にある

B：ベースライン値から変化なし

C：ベースライン値に対し、後退傾向にある

D：測定不能

中間評価の方法について（報告書イメージ）

１. 個別目標
がん検診受診率を向上させ、指針に基づく全てのがん検診において、受診率60%を
目指す。がん検診の精度管理を向上させるとともに、精密検査受診率90%を目指す。

２. 個別施策

●中間アウトカム

＜進捗状況の評価＞
（指標の判定及び施策の取組状況を踏まえて定性的・定量的に評価を記載）～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

対応（案）

• 中間評価報告書では、初めに最終アウトカム指標の測定値に係る評価を記載し、全体目標及び分野別目標の進捗状況を評価してはどうか。

• また、分野別の個別目標を評価するために、分野別アウトカム指標・中間アウトカム指標の測定値に係る判定を記載するとともに、個別施策に対して、アウトプット指

標の測定値に係る判定を記載し、それらを踏まえ、進捗状況の評価を実施してはどうか。

• 上記を踏まえて、がん対策推進協議会としてさらに推進が必要と考える事項を記載してはどうか。

＜がん対策推進協議会としてさらに推進が必要と考える事項＞

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

※がんの２次予防（がん検診） 一部抜粋（例）

●分野別アウトカム

●アウトプット

DCBA判定
分野別

アウトカム

中間
アウトカム

DCBA判定

アウトプット

判定測定値（中間）ベースライン値指標分野別アウトカム#

検診がん種別早期がん
割合

検診がん種の早期がん
割合の増加

100003

検診がん種別進行がん
罹患率

検診がん種の進行がん
罹患率の減少

100004

判定測定値（中間）ベースライン値指標中間アウトカム#

検診受診率検診受診率の向上121201

判定測定値（中間）ベースライン値指標個別施策#

受診勧奨実施市町
村数※

より科学的かつ効率的な受診勧奨策を、関係学会や
企業等の協力を得て、都道府県及び市町村と連携し
て推進、受診者の立場に立ったがん検診を受診する
上での利便性の向上に努める

121101

指針に基づく検診の
実施率

職域におけるがん検診について、実施状況の継続的
な把握及び適切な実施に向けた課題の整理を行い、
必要に応じて、法的な位置付けも含めた対応を検討

121103

●判定一覧

●判定一覧

※赤塗: コア指標

【全体目標】

「誰一人取り残さないがん対策を推進し、すべての国民とがんの克服を目指す。」

【分野別目標：がん予防】

～がんを知り、がんを予防すること、がん検診による早期発見・早期治療を促すことで、

がん罹患率・がん死亡率の減少を目指す～

科学的根拠に基づくがん予防・がん検診の充実

判定測定値（中間）ベースライン値指標最終アウトカム#
がん種別年齢調整死亡
率（75歳未満）胃検診がん種の死亡率減少000002

がん種別年齢調整死亡
率（75歳未満）女性
乳房

検診がん種の死亡率減少000002

がん種別年齢調整死亡
率（75歳未満）子宮
頸

検診がん種の死亡率減少000002

＜進捗状況の評価＞
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

※一部抜粋（例）
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